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海獣の健康海獣の健康
どう守る？どう守る？

予
防
医
学
に
重
点

　

飼
育
員
が
手
で
サ
イ
ン
を
出
す
と
、
水
面
か
ら

顔
を
覗
か
せ
、
大
き
く
口
を
開
く
イ
ル
カ
た
ち
。

歯
が
見
え
や
す
い
よ
う
、
姿
勢
を
維
持
し
続
け

る
。
飼
育
員
は
、「
協
力
し
て
く
れ
て
有
難
う
」

と
餌
を
与
え
る
。
日
常
的
に
行
わ
れ
て
い
る
イ
ル

カ
へ
の
歯
科
健
診
の
様
子
だ
。

　

「
海
遊
館
で
は
、
予
防
に
力
を
入
れ
て
い
ま

す
」。
海
獣
環
境
展
示
チ
ー
ム
の
獣
医
師
・
伊
東

隆
臣
さ
ん
は
、
胸
を
張
る
。
様
々
な
動
物
の
な
か

で
も
、
海
獣
は
水
の
中
で
生
活
す
る
た
め
治
療
が

難
し
く
、
病
気
に
さ
せ
な
い
予
防
医
学
が
重
要
に

な
る
。
同
館
で
は
、
水
質
や
餌
、
個
体
と
の
相
性

な
ど
動
物
た
ち
の
生
態
に
適
し
た
環
境
づ
く
り
を

は
じ
め
、
全
館
を
あ
げ
て
予
防
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
し
っ
か
り
と
健
康
管
理
さ
れ
た
飼
育
動
物
ら

は
全
国
の
水
族
館
と
比
較
し
て
も
長

寿
で
あ
り
、
国
内
最
高
齢
の
動
物
も

数
多
く
い
る
。

育
員
が
動
物
た
ち
の
健
康
を
管
理
し
、
何
か
異
常

が
あ
れ
ば
獣
医
師
に
相
談
す
る
。
い
ざ
処
置
を
行

う
と
な
る
と
獣
医
師
ら
が
集
合
し
、
協
力
し
て
治

療
に
あ
た
る
と
い
う
体
制
だ
。

動
物
の
歯
科
治
療

　

動
物
は
基
本
的
に
う
蝕
に
は
な
ら
な
い
。
そ
れ

で
も
歯
科
疾
患
と
無
縁
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

固
い
も
の
を
噛
ん
で
破
折
し
た
り
、
摩
耗
か
ら
歯

髄
炎
や
歯
根
膿
瘍
を
起
こ
す
こ
と
も
。
高
齢
動
物

が
多
い
同
館
で
は
、
重
度
の
歯
周
病
に
な
る
場
合

も
あ
る
。

　

「
膿
瘍
ま
で
い
く
と
基
本
は
抜
歯
で
す
」。
年

間
数
件
程
度
抜
歯
に
至
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
と
伊
東

さ
ん
は
話
す
。
動
物
へ
の
処
置
は
、
全
身
麻
酔
下

で
行
わ
れ
る
。
麻
酔
は
動
物
へ
の
負
担
が
大
き

く
、
術
中
死
す
る
リ
ス
ク
も
あ
る
。
一
度
の
処
置

で
終
わ
ら
せ
る
た
め
に
抜
歯
が
現
実
的
な
治
療
と

な
る
。

　

抜
歯
に
は
、
動
物
用
の
超
音
波
振
骨
切
削
機
を

用
い
る
。
加
工
し
た
シ
リ
ン
ジ
を
上
下
の
歯
の
間

に
挟
み
、
開
口
器
代
わ
り
に
使
用
す
る
。
ま
た
、

麻
酔
下
で
は
、
目
が
開
き
っ
ぱ
な
し
な
の
で
、
抗

生
剤
入
り
の
眼
軟
膏
を
投
与
す
る
。
抜
歯
な
ど
の

処
置
は
、
大
型
の
動
物
は
現
場
で
、
小
型
の
動
物

は
獣
医
室
で
行
っ
て
い
る
。

離
島
医
療

　

「
離
島
医
療
と
似
て
い
ま
す
」。
水
族
館
で
の

獣
医
療
に
つ
い
て
聞
く
と
伊
東
さ
ん
は
そ
う
答
え

た
。

　

水
族
館
で
は
、
限
ら
れ
た
人
員
の
な
か
で
、
哺

乳
類
か
ら
魚
類
ま
で
診
療
科
目
を
問
わ
ず
治
療
に

あ
た
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
上
、
水
族
館

に
い
る
生
き
物
た
ち
は
圧
倒
的
に
症
例
が
少
な

く
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
も
な
い
。
使
用
す
る
医
療
器
具

も
、
基
本
的
に
は
動
物
専
門
の
も
の
は
な
く
、
レ

ン
ト
ゲ
ン
、
エ
コ
ー
、
内
視
鏡
な
ど
す
べ
て
人
間

の
も
の
を
転
用
し
て
い
る
。
特
別
に
必
要
な
道
具

が
あ
れ
ば
、
材
料
を
特
注
し
、
自
作
す
る
。

　

「
常
に
手
探
り
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
」。
こ
れ
が
獣

医
療
の
難
し
さ
で
あ
り
、
や
り
が
い
だ
と
伊
東
さ

ん
は
話
す
。
歯
科
や
眼
科
は
専
門
性
が
高
い
た

め
、
外
部
か
ら
専
門
的
に
研
究
し
て
い
る
獣
医
師

を
呼
び
、
学
ぶ
こ
と
も
多
い
。
日
々
研
さ
ん
を
欠

か
さ
な
い
。

　

最
後
に
伊
東
さ
ん
は
少
し
は
に
か
み
な
が
ら
、

仕
事
に
対
す
る
思
い
を
語
っ
て
く
れ
た
。「
海
遊

館
で
は
、
よ
り
自
然
な
姿
で
生
き
物
た
ち
を
観
察

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
展
示
を

通
し
て
生
き
物
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
る
こ
と
が

私
た
ち
の
役
割
で
す
」。

　

予
防
に
お
い
て
特
に
力
を
入
れ
る
の
が
ハ
ズ
バ

ン
ダ
リ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
だ
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に

取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
イ
ル
カ
は
月
に

１
回
、
ア
ザ
ラ
シ
は
３
か
月
に
１
回
、
保
定
な
ど

に
よ
る
ス
ト
レ
ス
を
与
え
る
こ
と
な
く
、
血
液
検

査
を
行
っ
て
い
る
。「
以
前
は
ダ
イ
バ
ー
８
人
で

追
い
込
ん
で
イ
ル
カ
の
採
血
を
行
う
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
」。
伊
東
さ
ん
は
か
つ
て
の
苦
労
を
笑
い

な
が
ら
話
し
て
く
れ
た
。

３
人
の
獣
医
師

　

海
遊
館
に
は
、
カ
マ
イ
ル
カ
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
ア
シ
カ
な
ど
４
種
類
、
29
匹
の
海
獣
が
飼
育
さ

れ
て
い
る
。
海
獣
と
は
、
海
洋
性
の
哺
乳
類
を
さ

し
、
水
族
館
で
も
人
気
の
生
き
物
だ
。
株
式
会
社

海
遊
館
で
は
、
万
博
公
園
内
に
あ
る
「
生
き
て
い

る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム 

ニ
フ
レ
ル
」
と
併
せ
て
３
人

の
獣
医
師
と
２
人

の
動
物
看
護
師
が

勤
務
し
、
海
獣
を

は
じ
め
と
す
る
生

き
物
た
ち
の
治
療

に
従
事
し
て
い

る
。
普
段
は
、
種

類
ご
と
に
１
人
配

置
さ
れ
て
い
る
飼

　猛暑日が続くなか、涼しく遊べる水族館は
大人にも子どもにも人気のスポットだ。水族
館のアイドルといえば、イルカ、アシカなど
の海獣たち。水族館の海獣たちの健康はどの
ように管理されているのか。歯科疾患に罹患
したり、歯が欠損した場合はどのように治療
しているのか。日本を代表する水族館・海遊
館に聞いた。

海遊館海遊館

口腔保健と治療について聞いた口腔保健と治療について聞いた

？ハズバンダリーハズバンダリー
トレーニングとはトレーニングとは
動物たちが手の合図で
特定の姿勢を維持し、
治療や健診をスムーズ
に受けてもらうための
訓練だよ。

　

「
海
獣
に
歯
科
治
療
？
な
ん
だ

そ
り
ゃ
」
と
い
う
こ
と
で
、
お
話

を
伺
う
べ
く
海
遊
館
を
訪
れ
ま
し

た
。
残
念
な
が
ら
日
程
が
合
わ

ず
、
治
療
の
様
子
を
見
学
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
処

置
や
検
査
な
ど
を
行
う
獣
医
室
に

入
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
獣

医
室
に
は
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
、
エ
コ

ー
、
生
体
情
報
モ
ニ
タ
ー
が
あ

り
、
ス
ケ
ー
リ
ン
グ
や
抜
歯
を
含

め
た
処
置
を
行
っ
て
い
る
そ
う
で

す
。

　

取
材
を
通
じ
て
、
真
摯
に
海
獣

た
ち
と
向
き
合
う
伊
東
獣
医
師
や

飼
育
担
当
の
方
々
の
努
力
と
苦
労

が
垣
間
見
え
た
気
が
し
ま
し
た
。

獣
医
療
は
、
動
物
に
関
す
る
広
範

な
知
識
と
柔
軟
に
対
応
す
る
力
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
特
に
海
獣
へ
の

治
療
は
症
例
が
少
な
く
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
も
確
立
し
て
い
ま
せ
ん
。
獣

医
師
だ
け
で
な
く
、
日
ご
ろ
か
ら

海
獣
ら
の
健
康
を
管
理
す
る
担
当

飼
育
員
と
の
連
携
が
海
遊
館
を
支

え
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。
日
本

を
代
表
す
る
水
族
館
と
し
て
、
海

遊
館
の
皆
様
の
こ
れ
か
ら
の
ご
活

躍
を
期
待
し
ま
す
。

動
物
た
ち
と

真
摯
に
向
き
合
う

谷　聰

　

久
し
ぶ
り
の
海
遊
館
。
改
め
て

大
き
な
建
物
だ
と
感
心
し
ま
し

た
。
建
物
は
８
階
建
て
で
、
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
は
、
海
獣
た
ち
を
移
動

さ
せ
る
た
め
丈
夫
で
大
き
な
つ
く

り
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

海
遊
館
で
は
、
早
期
発
見
・
早

期
治
療
を
心
が
け
、
獣
医
師
、
飼

育
員
を
は
じ
め
と
す
る
チ
ー
ム
全

体
で
海
獣
の
健
康
管
理
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
予
防
医
療
に
重
点

を
置
い
て
お
り
、
コ
ツ
メ
カ
ワ
ウ

ソ
な
ど
は
定
期
的
に
歯
石
除
去
も

し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

な
か
で
も
驚
い
た
の
は
ハ
ズ
バ

ン
ダ
リ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
す
。

健
康
診
断
を
行
う
に
あ
た
り
、
手

で
サ
イ
ン
を
出
す
と
海
獣
が
自
ら

口
腔
内
を
見
せ
た
り
、
採
血
し
や

す
い
姿
勢
を
取
っ
た
り
し
ま
す
。

治
療
す
る
上
で
患
者
と
の
信
頼
関

係
が
不
可
欠
で
あ
る
の
と
同
様

に
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
も
動
物
と
の

信
頼
関
係
が
大
切
で
す
。
飼
育
員

へ
の
厚
い
信
頼
の
賜
物
な
の
で
し

ょ
う
。
海
遊
館
に
は
、「
飼
育
し

て
い
る
生
き
物
を
守
る
」
と
い
う

意
識
が
全
館
に
浸
透
し
て
い
る
よ

う
に
感
じ
ま
し
た
。

飼
育
員
と
動
物
の

信
頼
関
係

矢部　あづさ

処
置
に
使
用
す
る
道
具
の

説
明
を
受
け
る
新
聞
部
員

入入潜潜

未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る

未
入
会
勤
務
医
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習

会
な
ど
の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
趣
旨
を
ご
理
解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講

習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や
録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

日
時　

 

９
月
９
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

講
師　

 

佐
々
木
昇
氏
（
尼
崎
中
央
病
院
歯
科
口
腔
外

科
部
長
）

会
費　

 

会
員
・
ス
タ
ッ
フ
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

定
員　

１
０
０
人

こ
ん
な
と
き
ど
〜
す
る
？　

偶
発
症
へ
の
緊

急
対
応

大
阪
市
東
部
地
区

第
１
回　

９
月
８
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時

　

 

内
容
【
初
・
再
診
料
、
医
学
管
理
、
訪
問
診
療
】

第
２
回　

10
月
20
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時

　
 

内
容
【
検
査
・
画
像
診
断
・
投
薬
、
処
置
、
歯
周

疾
患
】

第
３
回　

11
月
17
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時

　

 

内
容
【
手
術
、
歯
冠
修
復
ブ
リ
ッ
ジ
、
有
床
義
歯
】

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

定
員　

１
０
０
人

講
師　

社
保
研
究
部
講
師
団

※
『
歯
科
保
険
診
療
の
研
究
（
２
０
１
８
年
４
月

版
）』
を
テ
キ
ス
ト
と
し
ま
す
。
ご
持
参
く
だ
さ

い
会
費　

会
員
無
料

社
保
講
習
会

お
申
し
込
み
は　

電　
　

話　

06
‐
６
５
６
８
‐
７
７
３
１

　
　
　
　
　
　
　

フ
ァ
ク
ス　

06
‐
６
５
６
８
‐
０
５
６
４

協
会
行
事
案
内

日
時　

９
月
15
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時

講
師　

 

足
立
了
平
氏
（
神
戸
常
盤
大
学
短
期
大
学
部

口
腔
保
健
学
科
教
授
）

会
場　

 

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

会
費　

３
千
円
（
会
員
限
定
）

定
員　

１
０
０
人

内
容　

① 

高
齢
者
の
心
身
の
特
性
（
認
知
症
に
関
す

る
内
容
を
含
む
）、
口
腔
機
能
の
管
理
、

緊
急
時
の
対
応

　
　
　

② 

歯
科
疾
患
の
重
症
化
予
防
に
資
す
る
継
続

的
管
理
（
口
腔
機
能
管
理
を
含
む
）

※
修
了
証
の
発
行
は
通
し
で
の
参
加
者
の
み
に
限
り

ま
す
。

※
「
か
強
診
の
施
設
基
準
に
定
め
る
要
件
の
一
部
」

と
は
、
か
強
診
の
施
設
基
準
に
規
定
す
る
要
件
の

う
ち
歯
科
疾
患
の
重
症
化
予
防
に
資
す
る
継
続
管

理
に
関
す
る
研
修
（
口
腔
機
能
の
管
理
を
含

む
）、
高
齢
者
の
身
心
の
特
性
お
よ
び
緊
急
時
対

応
等
に
関
す
る
研
修
【
必
須
要
件
】。
同
要
件
の

う
ち
在
宅
医
療
又
は
介
護
に
関
す
る
研
修
、
同
要

件
の
う
ち
認
知
症
に
関
す
る
研
修
【
選
択
要
件
】

を
い
う
。

※
か
強
診
の
施
設
基
準
の
届
出
に
は
、
本
研
修
に
加

え
外
来
環
の
施
設
基
準
に
係
る
研
修
の
受
講
が
必

要
で
す
。

在
宅
療
養
支
援
歯
科
診
療
所
の
施
設
基
準
に

係
る
研
修
会
―
か
強
診
の
施
設
基
準
に
定
め

る
要
件
の
一
部
を
含
む
―

伊東獣医師に聞く

海獣の歯の特徴は？海獣の歯の特徴は？

　人を含む動物は、生態によって独自の進化を遂
げており、同じ歯であってもその形や構造が異な

ります。例えば、固い貝などを食べるラッコの歯のエナ
メル質は、人の歯の2.5倍頑丈であることが分かってい
ます。また、カマイルカは乳歯が無く、はじめから永久
歯が生えてきます。その他、上顎左側の切歯が反時計周
りに伸び続け、角のようになるイッカクなど様々です。

海獣に義歯治療を海獣に義歯治療を
行うことはありますか？行うことはありますか？
　セイウチの牙にクラウンを入れた事例は国内で
もありますが、試験的な取り組みだったようで

す。動物は治療中におとなしくすることが出来ないた
め、型を取ったり、装着したりする度
に何度も麻酔をする必要があります。
動物の体への負担を考慮するとあまり
にリスクが高く、現実的な治療ではな
いというのが正直なところです。

海獣の歯 ＆＆

カリフォルニアアシカの処置の様子。おもちゃの
擬貝で削れた歯の根元が化膿したため、抜歯した
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